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提出議案と審議結果

　

平
成
24
年
第
２
回
明
和
町
議
会
定
例
会
は
、６
月
11

日
に
招
集
さ
れ
、15
日
ま
で
の
５
日
間
の
会
期
で
開
か

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
定
例
会
に
は
、町
長
か
ら
報
告
４
件
、条
例
改
正

や
補
正
予
算
等
の
議
案
15
件
が
提
出
さ
れ
、慎
重
に
審

議
し
た
結
果
、す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、最
終
日
に
行
わ
れ
た
一
般
質
問
に
は
、５
人
の

議
員
か
ら
11
問
の
質
問
が
出
さ
れ
、活
発
な
議
論
を
展

開
し
て
町
当
局
の
所
信
を
た
だ
し
ま
し
た
。

種　別 件　　　　名 審議結果
予　算 専決処分の承認（平成23年度明和町一般会計補正予算（第6号）） 全員賛成 原案可決
条　例 専決処分の承認（明和町税条例の一部改正） 〃 〃
〃 専決処分の承認（明和町国民健康保険税条例の一部改正） 〃 〃
〃 明和町職員の給与に関する条例の一部改正 〃 〃
〃 明和町印鑑条例等の一部改正 〃 〃
〃 明和町福祉医療費の支給に関する条例の一部改正 〃 〃

その他 町道路線の廃止 〃 〃
〃 群馬県後期高齢者医療広域連合の規約変更に関する協議 〃 〃

予　算 平成24年度明和町一般会計補正予算（第1号） 〃 〃
〃 平成24年度明和町国民健康保険特別会計補正予算（第1号） 〃 〃
〃 平成24年度明和町介護保険特別会計補正予算（第1号） 〃 〃
〃 平成24年度明和町下水道事業特別会計補正予算（第1号） 〃 〃
〃 平成24年度明和町水道事業会計補正予算（第1号） 〃 〃

その他 工事請負契約の締結 〃 〃
〃 財産の取得 〃 〃

定
例
会

第2回

６月定例会
６／１１～１５
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６
月
定
例
会
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平成24年度

一般会計

主な質疑

補
正
予
算

申
し
出
が
あ
り
断
念
し
ま

し
た
。
凸
版
印
刷
株
式
会

社
等
の
進
出
も
あ
り
、
市

街
化
区
域
等
に
つ
い
て
一

定
程
度
の
ま
と
ま
り
が
あ

れ
ば
、
今
後
も
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

質
問　

こ
ど
も
園
の
駐

車
場
用
地
確
保
の
た
め
、

５
０
０
万
円
の
補
正
予
算

が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、他

の
施
設
の
駐
車
場
を
利
用

す
れ
ば
職
員
駐
車
場
の
確

質
問　

農
業
総
務
費
の
補

正
増
額
１
６
６
９
万
円
の

中
身
は
。

総
務
課
長　

人
事
異
動
に

よ
り
、
当
初
５
名
の
職
員

を
予
定
し
て
い
た
も
の
を

７
名
体
制
に
し
た
た
め
、

人
件
費
が
増
加
し
ま
し
た
。

質
問　

２
名
増
員
を
考
え

た
理
由
は
。

総
務
課
長　

こ
れ
か
ら
活

性
化
す
る
明
和
町
を
創
造

し
て
い
く
と
い
う
こ
と
か

ら
、
主
に
産
業
振
興
の
職

員
を
増
員
し
ま
し
た
。

質
問　

福
島
県
か
ら
避
難

し
て
き
て
い
る
方
が
、梨
の

生
産
に
従
事
す
る
と
い
う

保
は
十
分
可
能
と
思
う
が
。

都
市
計
画
課
長　

送
迎
時

に
混
雑
し
、
路
上
駐
車
を

余
儀
な
く
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
大
変
危
険
で
あ
る
た

め
、
職
員
駐
車
場
９
台
分

を
整
備
確
保
し
ま
す
。

質
問

総
務
課
長

総
務
課
長

こ
と
で
町
の
臨
時
職
員
と

な
っ
て
い
る
が
、こ
の
人
件

費
は
。

経
済
建
設
課
長　

梨
生
産

の
関
係
で
被
災
地
か
ら
来

て
い
る
方
の
人
件
費
は
、

今
回
の
補
正
予
算
で
は
な

く
当
初
予
算
に
組
ま
れ
て

い
ま
す
。
財
源
は
、
国
の

補
助
事
業
で
あ
る
緊
急
雇

用
創
出
基
金
事
業
を
活
用

し
、
１
０
０
％
の
補
助
金

を
受
け
て
い
ま
す
。

質
問　

外
国
人
登
録
制
度

の
変
更
に
よ
り
、印
鑑
証
明

書
や
住
民
票
の
取
得
が
混

乱
す
る
心
配
が
あ
る
が
、町

で
は
そ
の
様
な
支
障
が
出

る
お
そ
れ
が
あ
る
か
。

住
民
福
祉
課
長　

町
で
は

１
３
０
人
程
の
対
象
者
に

仮
住
民
票
を
送
付
し
対
応

し
て
い
る
の
で
、
支
障
が

出
る
こ
と
は
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

質
問　

予
算
の
資
本
的

支
出
に
１
億
５
０
０
０
万 

２
０
０
０
円
が
計
上
さ
れ

て
い
る
が
、詳
し
い
内
容
は
。

都
市
計
画
課
長　

川
俣
駅

周
辺
整
備
事
業
に
お
け
る

代
替
地
及
び
東
武
鉄
道
用

地
の
取
得
が
目
的
で
、
面

積
は
約
４
０
０
０
㎡
で
す
。

質
問　

公
有
地
取
得
事
業

に
お
い
て
、
計
画
さ
れ
て

い
た
新
里
住
宅
用
地
の
取

得
が
出
来
な
く
な
っ
た
経

緯
は
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら

の
住
宅
用
地
の
取
得
の
必

要
性
は
。

副
町
長　

経
緯
に
つ
い
て

は
、
地
主
か
ら
町
で
購
入

し
て
ほ
し
い
と
申
し
入
れ

が
あ
り
交
渉
を
重
ね
ま
し

た
が
、
地
主
よ
り
辞
退
の

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

住
民
福
祉
課
長

都
市
計
画
課
長

都
市
計
画
課
長

経
済
建
設
課
長

産

業

振

興

臨
時
職
員
の
人
件
費

土
地
開
発
公
社

 

明
和
町
印
鑑
条
例

 

等
の
一
部
改
正

こども園駐車場

副
町
長
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一
般
質
問

や
さ
し
い
町
づ
く
り
の
た
め
に

質
問　

①
一
般
会
計
と
特

別
会
計
の
基
金
等
の
増
減

実
績
の
状
況
は
。
②
地
元

に
進
出
す
る
大
手
優
良
企

業
に
対
し
て
町
の
基
金
を

投
資
を
し
、
企
業
発
行
の

社
債
等
を
購
入
し
て
の
、

企
業
と
の
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
推
進
に
つ
い
て
。
③

現
状
で
の
基
金
運
用
は

ど
の
よ
う
な
状
況
な
の
か
。

④
基
金
及
び
地
方
債
の
利

率
、
償
還
方
法
の
現
状
と

対
策
は
。

会
計
管
理
者　

①
平
成

24
年
５
月
９
日
現
在
の

一
般
会
計
、
特
別
会
計
、

そ
の
他
基
金
の
合
計
は

３
７
億
２
０
７
７
万
６
０ 

０
０
円
で
あ
り
、
平
成
22

年
度
末
と
比
較
す
る
と

１
億
３
１
６
１
万
５
０ 

０
０
円
増
と
な
っ
て
い
ま

す
。
②
町
の
公
金
を
企
業

に
投
資
す
る
こ
と
は
企
業

に
と
っ
て
よ
い
こ
と
で
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
今
の

経
済
情
勢
で
は
安
全
と
は

言
え
ま
せ
ん
。
基
金
を
運

用
し
て
の
企
業
と
の
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

は
難
し
い
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
が
、
関
係
各
課
、

執
行
部
、
監
査
委
員
の
指

導
を
仰
ぎ
な
が
ら
今
後
検

討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
③
基
金
は
、
安
全
第

一
を
考
え
１
０
０
０
万
円

以
上
の
大
口
定
期
で
管
理

し
て
お
り
、
定
期
預
金
の

み
で
国
債
や
社
債
、
株
は

一
切
購
入
し
て
い
ま
せ
ん
。

④
よ
り
よ
い
条
件
を
模
索

し
、
借
り
入
れ
に
際
し
て

金
利
の
有
利
な
と
こ
ろ
と

い
う
観
点
か
ら
、
財
政
融

資
資
金
、
地
方
公
共
団
体

金
融
機
構
資
金
の
公
的
資

町
基
金
運
用
に
よ
る

　
　
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

社
債
と
い
う
発
想
は
な
か
っ
た
／
町
長

今
成
　
隆 

議
員

質
問

こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た

・
軽
度･

中
等
度
難
聴
者
へ
の
補
聴
器
補
助
に
つ
い
て

・
公
共
施
設
の
屋
根
貸
し
事
業
に
つ
い
て

7
7

7
7

7
7

7
7

7
7

7
7

7
7

7
7

7
7

7
7

7
7

7
7

7
7

7
7

7
7

7
7

7
7

7
7

7
7

7
7

7
7

7
7

7
7

7
7

7
7

7
7

7
7

7
7

7
7

7
7

7
7

7
7

町
政
を
問
う

A
金
を
可
能
な
限
り
活
用
し

て
お
り
、
そ
こ
で
調
達
が

間
に
合
わ
な
い
場
合
の
み

金
融
機
関
よ
り
調
達
と
な

り
ま
す
。

町
長　

③
基
金
運
用
管
理

は
、
基
本
的
に
は
会
計
管

理
者
に
任
せ
て
い
ま
す
。

安
全
、
安
心
な
運
用
等
を

基
本
と
し
て
お
り
、
社
債

等
を
購
入
す
る
発
想
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

会
計
管
理
者

町
長
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質
問　

町
で
は
石
綿
管
の

箇
所
が
多
く
残
っ
て
お
り
、

東
日
本
大
震
災
ク
ラ
ス
の

地
震
が
発
生
し
た
場
合
多

大
な
影
響
が
想
定
さ
れ
る

が
、
恒
久
的
な
対
応
は
。

ま
た
、
浮
遊
物
や
濁
り
が

あ
る
と
の
情
報
が
あ
る
が
、

状
況
と
抜
本
的
な
対
策
は
。

町
長　

石
綿
管
の
箇
所
が

残
り
19
㎞
（
24
・
５
％
）

あ
り
、
約
40
年
を
経
過
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
早
急

な
布
設
替
え
が
緊
急
課
題

と
考
え
て
い
ま
す
。
下
水

道
工
事
も
見
通
し
が
つ
い

た
の
で
、
布
設
替
え
に
移

質
問　

職
員
が
逮
捕
さ
れ

た
事
件
に
つ
い
て
３
月
定

例
会
で
も
質
問
し
た
が
、

再
度
伺
う
。
①
入
札
審
査

会
の
設
置
時
期
と
果
た
し

て
い
る
機
能
は
。
②
談
合

だ
と
指
摘
さ
れ
た
が
、
こ

れ
ら
の
調
査
、
解
明
は
行

わ
れ
て
い
る
の
か
。
③
審

査
会
の
機
能
不
全
は
管
理

職
の
責
任
と
思
う
が
、
そ

の
所
在
は
。
④
綱
紀
粛
正

と
職
務
規
律
に
つ
い
て
、

職
員
へ
の
反
映
は
。
⑤
検

察
の
論
告
求
刑
は
元
職
員

と
建
設
業
者
に
厳
罰
が
要

求
さ
れ
た
が
、
こ
の
求
刑

を
ど
う
考
え
る
か
。
⑥
今

回
の
事
件
を
踏
ま
え
、
今

後
町
内
業
者
の
育
成
を
ど

の
よ
う
に
対
処
す
る
の
か
。

行
し
て
い
き
た
い
で
す
。

ま
た
、
濁
り
等
に
つ
い
て

は
、
速
や
か
に
職
員
が
出

向
き
、
広
報
活
動
や
排
水

作
業
を
行
い
、
で
き
る
だ

け
早
く
対
応
し
た
い
で
す
。

質
問　

町
で
は
地
下
水
と

利
根
川
の
表
流
水
を
利
用

し
て
い
る
が
、
一
部
に
お

い
て
表
流
水
が
放
射
能
汚

染
さ
れ
て
い
る
か
の
よ
う

に
認
識
し
て
い
る
方
が
い

る
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で

掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、「
利

根
川
の
水
を
含
む
明
和
町

の
水
は
安
全
」
で
あ
る
の

か
再
確
認
の
た
め
伺
う
。

副
町
長　

①
町
建
設
工
事

入
札
審
査
会
要
綱
は
昭
和

55
年
に
整
備
さ
れ
、
別
途

の
基
準
に
よ
り
選
定
し
て

い
ま
す
。
②
警
察
、
検
察

の
司
法
当
局
の
十
分
な
取

り
調
べ
が
な
さ
れ
た
も
の

と
考
え
、
町
と
し
て
事
情

聴
取
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

③
町
長
、
副
町
長
を
含
む

管
理
監
督
者
に
つ
い
て
は

７
月
３
日
判
決
確
定
後
、

厳
正
な
処
分
を
す
る
考
え

で
す
。
④
綱
紀
粛
正
、
職

務
規
律
の
徹
底
は
、
全
課

長
に
町
長
が
訓
辞
し
、
町

収
賄
事
件
再
発
防
止
検
討

委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
職

員
に
は
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
研
修
も
実
施
し
て
い
く

水
道
水（
利
根
川
の
表
流
水
含
む
）の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
全
性
は

水
道
水
は
安
全
で
す
／
環
境
水
道
課
長

斎
藤
　
一
夫 

議
員

賄
賂
、
収
賄
、
官
製
談
合
が

　
　
　
　
　
　
問
わ
れ
た
問
題
に
つ
い
て

管
理
監
督
者
は
厳
正
に
対
処
／
副
町
長

岡
安
　
敏
雄 

議
員

質
問

質
問

質
問

77777777777777777777777777777777777777777777

環
境
水
道
課
長　

東
部
地

域
水
道
に
て
表
流
水
を
取

水
し
て
い
ま
す
が
、
定
期

的
に
放
射
性
物
質
と
水
質

検
査
を
実
施
し
て
お
り
、

検
査
結
果
に
問
題
は
な
く
、

安
心
し
て
お
飲
み
い
た
だ

け
ま
す
。

考
え
で
す
。
⑤
刑
は
公
務

員
に
対
す
る
信
頼
を
失
墜

さ
せ
た
こ
と
へ
の
戒
め
で

あ
り
、
厳
正
に
受
け
止
め

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま

す
。
⑥
既
存
の
制
度
の
中

で
育
成
し
、
法
令
厳
守
を

前
提
に
育
成
に
取
り
組
み

た
い
と
考
え
ま
す
。

質
問　

下
請
け
業
者
の
実

態
把
握
は
。

環
境
水
道
課
長　

一
括
下

請
け
禁
止
の
ほ
か
、
２
５

０
０
万
円
未
満
の
工
事
で

は
報
告
義
務
は
課
し
て
い

ま
せ
ん
。

町
長

環
境
水
道
課
長

環
境
水
道
課
長

こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た

・
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

・
官
製
談
合
に
つ
い
て

こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た

・
地
区
別
懇
談
会
等
で
の
意
見
に
つ
い
て

副
町
長

利根川

質
問
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質
問　

平
成
19
年
度
と
平

成
20
年
度
の
、
A
等
級
土

木
工
事
に
C
ラ
ン
ク
業
者

が
１
者
指
名
さ
れ
、
各
１

件
落
札
し
た
が
、
①
こ
の

業
者
の
指
名
案
の
選
定
は
。

ま
た
、
町
長
の
指
示
の
有

無
は
。
②
平
成
19
年
度
に

は
、
C
ラ
ン
ク
業
者
が
工

期
の
重
な
る
工
事
を
５
件
、

ま
た
、
別
の
C
ラ
ン
ク
業

者
が
６
件
落
札
。
従
業
員

や
手
持
ち
工
事
の
状
況
か

ら
、
施
工
能
力
が
な
く
問

題
で
は
。
③
入
札
や
契
約

の
結
果
を
町
民
に
解
り
や

す
く
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
公
開
を
。
予
定
価
格
は
、

入
札
後
の
公
表
に
す
る
な

ど
改
善
を
。
④
口
利
き
が

あ
っ
た
場
合
は
、
内
容
を

町
民
に
公
表
す
る
こ
と
や

公
益
通
報
制
度
で
法
令
違

質
問　

現
在
の
明
和
町
は
、

１
２
２
号
線
の
整
備
、
第

三
工
業
団
地
の
誘
致
、
川

俣
駅
前
開
発
と
、
大
き

な
事
業
が
進
ん
で
い
る

が
、
町
の
現
実
は
人
口
減

少
、
川
俣
駅
前
整
備
事
業

に
関
し
多
く
資
金
を
費
や

し
、
い
ま
だ
計
画
を
進
め

る
こ
と
に
賛
否
色
々
あ
る

と
思
う
。
駅
前
を
整
備
す

る
こ
と
で
人
口
増
、
将
来

活
性
化
す
る
こ
と
に
な
る

の
か
。
最
終
的
に
こ
れ
か

ら
の
町
民
に
負
担
が
か
か

ら
な
い
た
め
に
、
今
後
の

ま
ち
づ
く
り
の
施
策
が
重

要
に
な
る
と
思
う
が
、
町

長
の
考
え
は
。

町
長　

町
の
人
口
減
少
は

他
市
町
村
と
比
べ
て
少
な

い
現
状
で
す
。人
口
増
の
考

反
行
為
な
ど
を
通
知
し
た

職
員
は
保
護
さ
れ
る
な
ど

周
知
を
。
⑤
施
工
可
能
な

事
業
規
模
に
よ
る
地
元
業

者
の
優
先
指
名
や
小
規
模

業
者
は
、
独
り
立
ち
で
き

る
よ
う
に
町
が
指
導
を
。

副
町
長　

①
地
元
業
者
の

育
成
の
た
め
、
私
が
課
長

の
時
に
し
ま
し
た
。
②
工

期
内
に
完
成
し
検
査
も
合

格
し
て
お
り
、
問
題
は
な

い
で
す
。
③
可
能
な
も
の

え
と
し
て
、川
俣
駅
前
整

備
、東
西
駅
前
広
場
、ま
た

町
の
子
ど
も
に
対
し
、こ
ど

も
園
待
機
児
童
ゼ
ロ
、
出

産
祝
金
、
こ
う
の
と
り

メ
ー
ル
等
助
成
を
す
る
こ

と
で
、
明
和
町
に
住
み
た

く
な
る
環
境
づ
く
り
を

行
っ
て
い
ま
す
。

質
問　

町
長
の
回
答
で
は
、

現
状
の
ま
ま
で
人
口
増
に

な
り
活
性
化
す
る
と
は
考

え
に
く
い
。
具
体
的
な
施

策
（
中
身
）
を
検
討
し
て

い
か
な
い
と
厳
し
い
と
思

う
。
町
に
と
っ
て
プ
ラ
ス

の
材
料
が
あ
る
の
に
、
い

ざ
明
和
町
に
土
地
を
買
っ

ど
う
な
る
こ
れ
か
ら
の
明
和
町

積
極
的
に
進
め
て
い
き
た
い
／
町
長

野
本
　
健
治 

議
員

質
問

質
問

質
問

77777777777777777777777777777777777777777777

か
ら
順
次
取
り
組
み
ま
す
。

④
町
と
取
引
の
あ
る
業
者

に
は
注
意
す
る
よ
う
指
導

し
、
公
益
通
報
制
度
は
、

必
要
に
応
じ
て
広
報
紙
等

で
周
知
し
ま
す
。
⑤
法
令

遵
守
を
徹
底
し
、
既
存
の

制
度
を
活
用
し
て
育
成
し

ま
す
。

町
長　

①
指
示
し
て
い
ま

せ
ん
。
入
札
審
査
会
で
選

定
し
た
業
者
を
全
て
認
め

て
決
済
し
て
い
ま
す
。

て
住
み
た
い
と
思
っ
て
も
、

農
地
が
ほ
と
ん
ど
で
住
め

な
い
状
況
も
あ
る
。
市
街

化
区
域
の
早
期
見
直
し
の

検
討
を
。

町
長　

企
業
誘
致
を
す
れ

ば
あ
る
程
度
の
人
口
増
は

図
れ
る
と
思
っ
て
い
ま
す

の
で
、
今
後
団
地
造
成
を

２
箇
所
計
画
し
て
い
ま
す
。

要
望
の
市
街
化
区
域
が
拡

充
で
き
る
か
ど
う
か
検
討

を
し
、
５
年
後
の
計
画
見

直
し
に
つ
い
て
積
極
的
に

進
め
て
行
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

町
長

町
長

町
長

こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
つ
い
て

副
町
長

公
共
工
事
問
題
と
町
業
者
健
全
育
成

　
　
官
製
談
合
と
疑
わ
れ
て
も

A
等
級
工
事
に
地
元
育
成
で　
　
　
　

C
ラ
ン
ク
業
者
を
指
名
案
／
副
町
長

堀
口
　
正
敏 

議
員
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４
月
24
日
、
大
輪
の

第
三
工
業
団
地
に
新

た
に
進
出
が
決
ま
っ
た
、

凸
版
印
刷
株
式
会
社
の

東
京
本
社
に
併
設
さ
れ

て
い
る
印
刷
博
物
館
を

視
察
し
ま
し
た
。
こ
こ

で
印
刷
の
歴
史
な
ど
を

学
ん
だ
ほ
か
、
明
和
町

に
造
る
工
場
の

今
後
の
予
定
や
、

凸
版
印
刷
株
式

会
社
の
持
つ
将

来
の
可
能
性
な

ど
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
、
最

後
に
、
現
在
作

ら
れ
て
い
る
商

品
ブ
ー

ス
を
見

学
し
ま

し
た
。

凸
版
印

刷
は
商

業
印
刷

か
ら
Ｉ
Ｃ
エ
レ

ク
ト
ロ
ニ
ク

ス
ま
で
幅
広
い

分
野
の
技
術
を

持
っ
て
お
り
、

多
く
の
商
品
を

世
に
送
り
出
し

て
い
ま
す
。
そ
の
技
術

に
感
心
し
た
と
同
時
に
、

明
和
の
地
で
さ
ら
に
躍

進
す
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
に
当
選

を
し
た
新
人
議
員
を
対

象
に
新
議
員
研
修
会
が

平
成
24
年
6
月
29
日
に

群
馬
県
市
町
村
会
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
は
、元
全
国
都

道
府
県
議
会
議
長
会
議

事
調
査
部
長
の
野
村
稔

先
生
で
す
。40
年
に
わ

た
る
地
方
議
会
の
現
場

で
の
経
験
を
も
と
に
、

「
地
方
議
会
の
制
度
と

運
営
に
つ
い
て
」の
ご

講
演
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

講
演
内
容
は
、「
地
方

議
会
に
関
す
る
法
令
」

「
地
方
議
会
の
地
位
と

役
割
」「
議
長
・
副
議
長
・

議
員
に
つ
い
て
」「
議

会
・
委
員
会
・
議
員
の
権

限
」「
本
会
議
の
運
営
」

「
委
員
会
の
運
営
」「
予

算
・
決
算
の
審
査
」「
議

会
の
改
革
」等
々
多
岐

に
わ
た
り
ま
し
た
が
、

具
体
的
な
事
例
を
交
え

た
講
演
で
、実
務
に
直

結
し
た
研
修
と
な
り
ま

し
た
。

　

明
和
町
議
会
で
は
、

新
人
以
外
の
議
員
も
多

数
参
加
し
、熱
心
に
議

員
活
動
に
つ
い
て
研
修

を
し
ま
し
た
。今
後
の

議
会
活
動
に
活
か
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
議
員
研
修
報
告

明
和
の
地
で
さ
ら
に
躍
進
を

凸
版
印
刷
株
式
会
社
視
察

今
後
の
議
員
活
動
の
糧
に

新
議
員
研
修
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町
民
の

町
民
の

　

私
に
と
っ
て
最
近
の
楽
し
み
は
、

仕
事
を
終
え
て
帰
宅
し
た
後
に
子
供

か
ら
１
日
の
報
告
を
聞
く
こ
と
で

す
。

　

今
年
５
歳
に
な
っ
た
長
男
は
自
分

の
言
葉
で
私
に
話
し
か
け
て
き
ま

す
。彼
自
身
が
う
ま
く
伝
え
ら
れ
な

か
っ
た
り
し
て
理
解
に
苦
し
む
こ
と

が
よ
く
あ
り
ま
す
が
、そ
ん
な
時
に

は
、少
し
掘
り
下
げ
て
話
が
で
き
る

よ
う
に
問
い
か
け
を
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
も
、返
っ
て
く
る
答
え
に

疑
問
符
が
付
く
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、あ
る
程
度
は
わ
か
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

仕
事
の
関
係
上
、帰
宅
時
間
が
遅

く
な
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
り
ま

す
。帰
宅
が
深
夜
に
及
ぶ
時
に
は
、就

　

暑
い
日
が
続
き
ま
す
が
、

町
民
の
皆
様
、
お
元
気
で
お

過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

早
い
も
の
で
、
昨
年
の
東

日
本
大
震
災
か
ら
１
年
５
ヶ

月
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
今
年
に
入
っ
て
か
ら
も

台
風
や
集
中
豪
雨
に
よ
り
全

国
各
地
で
災
害
が
多
数
発
生

し
て
い
ま
す
。

　

町
政
地
区
別
懇
談
会
で

は
、
地
域
防
災
に
関
し
て
の

た
く
さ
ん
の
質
問
が
あ
り
、

町
民
の
皆
様
の
関
心
の
高

さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

利
根
川
と
谷
田
川
に
挟
ま

れ
る
明
和
町
で
は
、
い
つ
災

害
が
お
き
て
も
お
か
し
く
な

い
と
い
う
前
提
で
防
災
を
考

え
、
万
が
一
の
事
態
に
な
っ

た
場
合
で
も
、
最
小
の
被
害

で
済
む
よ
う
日
頃
か
ら
の
備

え
が
必
要
で
す
。

　

震
災
を
経
験
す
る
ま
で

は
、
災
害
を
実
感
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

今
後
は
、
災
害
を
現
実
問
題

と
し
て
と
ら
え
、
防
災
に
つ

い
て
実
直
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

奥
澤
委
員
記

▼
発
行
／
明
和
町
議
会　

〒
３
７
０
ー
０
７
９
５　

群
馬
県
邑
楽
郡
明
和
町
新
里
２
５
０
ー
１　

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
２
７
６
ー
84
ー
３
１
１
１　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
２
７
６
ー
84
ー
３
１
１
４　

▼
編
集
／
議
会
広
報
委
員
会

環境にやさしいまちづくり。
「めいわ議会だより」は、再生紙・植物油インキを使用しています。

寝
し
て
い
ま
す
が
、普
段
の
就
寝
時

間
の
頃
に
帰
宅
す
る
と
大
抵
起
き
て

い
て
帰
り
を
待
っ
て
い
て
く
れ
て
、

１
日
の
報
告
を
し
て
く
れ
ま
す
。

　

個
人
的
に
は
う
れ
し
い
の
で
す

が
、翌
日
の
こ
と
を
考
え
る
と
複
雑

で
す
。母
親
と
の
関
わ
り
は
毎
日
あ

り
ま
す
が
、父
親
で
あ
る
私
と
の
関

わ
り
は
平
日
で
す
と
朝
と
夜
、場
合

に
よ
っ
て
は
朝
の
み
と
い
う
日
も
あ

り
ま
す
か
ら
、彼
な
り
に
寂
し
い
思

い
を
さ
せ
て
い
る
の
か
な
と
感
じ
て

い
ま
す
。

　

先
日
、二
男
が
１
歳
に
な
り
、言
葉

は
通
じ
な
い
も
の
の
、表
情
は
豊
か

に
な
っ
て
き
て
手
の
か
か
る
時
期
に

入
っ
て
き
て
い
ま
す
。そ
う
な
る
と

ど
う
し
て
も
二
男
の
方
に
気
を
取
ら

れ
が
ち
に
な
っ
て
し
ま
う
た
め
に
、

長
男
に
は
余
計
に
寂
し
い
思
い
を

さ
せ
て
し
ま
う
の
で
、遅
く
帰
っ
た

時
に
起
き
て
い
て
も
多
少
は
目
を
つ

む
っ
て
彼
の
話
を
聞
く
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。た
だ
し
、翌
朝
は
い
つ
も
通

り
に
起
き
る
こ
と
が
条
件
で
す
が
。

「たのしみ」

議会の生の声を
聴いてみませんか？

９月６日（木）から
　　　午前９時～
９月14日（金）まで
　　　     （一般質問）

詳しくは議会事務局へ
TEL 84-3111

次回定例会
予
定
で
す

委
員
長
　
冨
塚
基
輔

副
委
員
長
　
斎
藤
一
夫

委
　
　
員
　
奥
澤
貞
雄

　
　
　
　
　
薗
田
　
繁

　
　
　
　
　
田
口
晴
美

　
　
　
　
　
川
島
吉
男

広
報
委
員
会

３日　広報委員会
９日　小・中学校入学式
10日　こども園入園式
19日　全員協議会
 〃　  広報委員会
24日　議会視察研修（凸版印刷株式会社）
25日　農業振興促進協議会

８日　群馬県町村議会議長会臨時総会及び
　　　議会議長・事務局長研修会（９日まで）
25日　全員協議会
 〃　  総務・産業常任委員会
29日　第37回町村議会議長・副議長研修会
　　　（30日まで）
30日　町政功労者表彰式

４日　邑楽館林医療事務組合議会全員協議会
 〃　  邑楽館林医療事務組合臨時会
５日　議会運営委員会
11日　第２回議会定例会（15日まで）
 〃　  総務・産業常任委員会
15日　全員協議会
25日　明和まつり運営委員会
27日　館林衛生施設組合議会全員協議会
29日　新議員研修会

議 会 日 誌

4月

5月

6月

みなさんの傍聴を
お待ちしています

高橋　友佑さん
（南大島在住）
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